
（１）初動体制の立ち上げ
活動可能な体制の構築
応急活動の優先順位と状況に応じた体制の見直し

津波からの避難支援

水門等の確実な操作等

国土交通省のミッションと応急活動計画の概要

応急活動計画

　ミッション　／　○一人でも多くの命を救えるよう迅速な捜索救助活動を開始し、地震発生後７２時間以内を目途に人命救助できるよう全力を尽くす。
　　　　　　　　　　○被害の拡大防止・軽減とともに、被災地への支援と、施設の応急復旧に全力を尽くす。

（２）避難支援

地震発生 ３ｈ ７２ｈ ７～１０日

地震発生からの時間経過と重視される行動（イメージ）

１ヶ月
「命を守る」 「救急救命」 「被災地への支援」 「施設復旧」

資料２－１

水門等の確実な操作等

避難者の受け入れ

列車や航空機等の安全確保

ターミナル駅や地下街等での避難誘導支援

エレベーター内の閉じ込めへの対応

ヘリ・人工衛星等を活用した緊急調査

全国からのTEC-FORCE派遣

住民や事業者等からの情報収集

被災情報等の電子防災情報図への集約と共有

（４）被災状況等の把握

（３）所管施設・事業者における
　利用者の安全確保

（２）避難支援
（住民等の安全確保）

被災情報等の電子防災情報図への集約と共有

沿岸域における被災者の捜索救助

陸海空の総合啓開

救命・救助活動の支援

孤立集落等への対応支援

河道閉塞への対応等

コンビナート火災・油流出等への対応

優先順位に基づく施設の応急復旧

被災建築物等応急危険度判定活動

（５）被災者の救命・救助

（６）被害の拡大防止・軽減

被災建築物等応急危険度判定活動

災害対策用機械の大規模派遣

リエゾンの派遣

情報通信機材等の派遣

避難者に必要な物資の広域輸送

避難場所の拡大

生活用水と衛生環境の確保

被災者向け住宅等の供給体制の整備

（９）施設等の復旧

（８）被災者・避難者の生活支援

（７）被災した地方公共団体支援

（９）施設等の復旧


